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損益の状況   

グループ営業概況   
　紀陽フィナンシャルグループは、お客さまとの接点の強化による着実な成長を目指す方針のもと、お客さまの利便性
向上に努めるとともに、より充実した金融商品・金融サービスの提供に注力し、業績の向上と経営体質の強化に取り組ん
でまいりました。また、平成２３年９月に発生した台風１２号による豪雨災害が発生した折には、紀陽銀行の被災した店舗等
の復旧を急ぐとともに、緊急特別融資のリリースや各種相談窓口の設置のほか、災害ボランティア活動などを通じて、地域
に根ざす金融機関としての役割を果たすべく対応しました。
　平成24年3月期の損益につきましては、預金・貸出金の残高が順調に増加するとともに、利ざやの改善もあり、資金利益は
堅調に推移しました。また、役務取引等利益は、引き続き預かり資産販売などの推進に努めたことから増加いたしました。
　営業経費につきましては、経費削減プロジェクトの実施や、平成２２年５月の紀陽銀行基幹系システム稼働に伴う一時的
費用がなくなったことなどにより減少いたしました。
　与信関連費用につきましては、中小企業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続くと想定され、与信管理の強化に
努め、貸倒引当金の水準を見直すなどの対応を行った結果、増加いたしました。
　さらに有価証券投資につきましては、引き続きポ－トフォリオの改善やリスク削減に注力いたしました。
　以上により、連結経常利益は前期比３４億１７百万円増加の１４６億６６百万円、連結当期純利益は前期比９億６５百万円
増加の７６億２百万円となりました。
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主要な経営指標

連結経常収益
連結経常利益または連結経常損失（▲）
連結当期純利益
連結包括利益
連結純資産
連結総資産
１株あたり純資産
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連結自己資本比率　（第二基準）
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業務粗利益　　　コア業務純益
税金
物件費
人件費
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　紀陽銀行単体ベースの業務粗利益は、前期比９億円減少の５７９億円となりました。資金利益につきましては、中小企業
向け貸出や住宅ローンおよび預金等の残高が増加したことなどから、前期比１億円増加の５２１億円となりました。役務取引
等利益につきましては、前期比５億円増加の４４億円となりました。経費につきましては、前期のシステム更改に伴う一時的
費用がなくなったこともあり、前期比１１億円減少の３７９億円となりました。これらの結果、コア業務純益は前期比１７億円
増加の１９０億円となりました。
　与信コスト総額につきましては、不良債権処理額が増加したことなどから、前期比３億円増加の３１億円となりました。
これらの結果、経常利益は前期比２１億円増加の１５０億円、当期純利益は前期比３億円増加の８６億円となりました。

■有価証券関係損益 ■与信コスト総額
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■業務粗利益・コア業務純益 ■人件費・物件費・税金
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